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Fig. 1. TL glow curves of glass-ceramics including 

Sr0.5Ba0.5Nb2O6 Nanocrystallites. 
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【背景】 放射線の産業利用の進展に伴い、放射線検出器や線量計に用いるシンチレーター及びド
シメーター材料の研究開発についても精力的に行われてきた。材料形態については単結晶、ガラ

ス、セラミックスが主に検討されてきたが、近年では結晶化ガラスによるシンチレーター[1]及び
ドシメーター材料[2]についても検討されはじめている。本研究では、重元素の Ba を含む組成の
結晶化ガラスに着目し、Sr0.5Ba0.5Nb2O6結晶を含有する結晶化ガラスのシンチレーション及び熱蛍

光（TL）特性を評価した。 
【結果と考察】 溶融急冷法により作製した 20SrO-20BaO-40Nb2O5-20P2O5ガラスを、約 725, 
900, 815℃でそれぞれ 3, 6, 12時間保持する条件で熱処理し、得られた結晶化ガラスの X線誘
起シンチレーションスペクトルを調べたところ、結晶化の進行に伴う発光強度の増加が確認さ

れた。同サンプルの TL特性の測定結果（Fig. 1に代表例を示す）については、結晶化したサンプ
ルからのみ約 350℃においてグローピークが観
察された。Sr0.5Ba0.5Nb2O6結晶のリン酸塩ガラス

母材への導入により、何らかのキャリアトラッ

プが形成されたものと推察される。結晶化ガラ

スの TL ドシメーター用材料としての応用に向
けた課題の一つは熱処時の結晶化の進行に伴う

特性の変化であるが、本材料は約 490℃の印加
温度で TL 強度に大きな変化は見られず、材料
系を適切に選択すれば十分な耐熱性があるもの

と考えられる。詳細は当日報告する。 
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